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うになると、講師はこう叫ぶことができるようになるからです。
「困ったら基本（＝大事な道具）に戻れ」と。

そして試行錯誤へ…！

そして、本当の基本を身に着けると、もう一つ大きなメリッ
トが。それは、試行錯誤をすることができるようになることで
す。本当の基本＝大事な道具が身についていれば、それを起点
に「根拠に基づいて頭を動かす」ことができます。こうなると
しめたもの。生徒は、仮に問題が解けずに困っていたとしても
「○○だから、こうした」、次に「△△だから、こうやってみ
た」、とよい意味で試行錯誤ができるのです。そう、この「試
行錯誤」はとても重要。

なぜなら、あくまで講師が、生徒を強引に誘導するのではな
く、生徒自身が自分で考え、自分なりの実感を手にする。この
実感こそが「本物の学力」に繋がっていく、からです。勉強が
苦手な生徒は、「前もこうやったから」とか「なんとなく…」
など根拠のない場当たり的な頭の動かし方しかできません。そ
ういった生徒には、道具の使い方の徹底をとことん行うととも
に、「考えることの楽しさ」を伝える、そんな授業を心がけて
います。

耕知塾の授業は「急がば回れ」＝「長い目主義」

耕知塾の授業は、実は演習中心の授業です。もちろん、それ
は試行錯誤の楽しさを実際に生徒に実感してもらうため。また、
「生徒の頭が主役！」という大方針を掲げているのもそのため
です。そして、同時に教え過ぎない授業も心がけています。教
え過ぎてしまうと生徒が試行錯誤し、大きく成⾧する機会を逃
してしまう。それを耕知塾では「急がば回れ」＝長い目主義、
と呼び、講師一同徹底しています。耕知塾は集団塾ではありま
すが、1人1人の生徒と真剣に向き合い、じっくりじっくり生徒
を育てたい、と考えてます。是非、耕知塾の授業にご期待頂け
ればと思います(更に裏面に具体的な教科の基本についても触
れています。こちらも是非、ご一読下さい)。

基本の重視

この言葉を聞いてどう思いますか？「当たり前すぎる」と
思った方も多いと思います。ただ、結果ばかりが求められる昨
今の風潮の中で、この過程を大事にする「基本の重視」という
言葉を軽くみてはいないでしょうか。実際、塾業界においても
定期テストにおける点数保証など短期間での成績アップをうた
う塾も多数存在します。耕知塾は、そんな風潮の中でも、あえ
てこう宣言したいと思います。
耕知塾の授業はあくまで「基本の重視である！」と。

本当の基本⇒『ウソの基本＝単純作業』ではない！

ただ、「基本」という言葉は、実は誤解されやすいとも感じ
ています。耕知塾ではそれをウソの基本と呼んでいます。その
１つが基本を「単純作業」だけと思っていること。例えば、国
語でいえば漢字、算数でいえば計算などがそれにあたります。
もちろん、漢字や計算は重要ですが、そういう単純作業だけが
基本では断じてないのです。生徒の中には基本と言えば単純作
業と思い込み、中には「低レベル」と見下すものさえいます。
もちろん、それは間違いです。むしろ、基本の充実こそがハイ
レベルへの一番正しい道、だと耕知塾では考えています。

本当の基本⇒大事な道具を磨け！
それでは、本当の基本とは何か。それは「大事な道具を磨

け！」です。各教科には必ずと言っていいほど、その教科を象
徴するような「本質」ともいうべき考え方＝道具があります。
例えば、算数でいえば「１」を基準に考える、英語なら「ひと
つの文には動詞がひとつだけ」などがそれに該当します。まず
は、そのことをしつこく、しつこく、身に着けていく。頭でわ
かるレベルでは全然物足りない。体にしみつく位、徹底的にや
る。講師は、その道具が本当に使える道具となるべく、工夫に
工夫を重ねた授業を展開します。もちろん、このことが成し遂
げられると本当に大きい。そう、生徒がしっかり道具を使えるよ

※上記以外の日でも学力診断テストは随時受け付けております。



まずは、以下の問題を見てください。

この２つの問題を見て、「ああ、(1)が基本で、その応用が
(2)ね」と考える方が多いのではないでしょうか。しかし私たち
の考えは少し違います。
確かに(1)の計算ができないと、(2)の文章題は解けませんが、

(2)のような文章題では、たとえ計算ができても、そもそもの式
を立てられなければ解けません。つまり計算は、文章題などを
解くための単なる手段であって、基本ではありません。「本当

の基本」は、もっと別のところにあります。
たとえば、以下の次のような問題こそ、「本当の基本」にな

ると考えます。

この問題では、わり算のイメージを問うています。わり算と
いえば「分ける」というイメージが強いですが、耕知塾ではも
うひとつの大事なわり算のイメージとして「いくつ入るか」を
教えます。
例えば、８÷１＝８ですが、これは「８の中には１が８個入

る」という意味になります。そう考えると、(3)の答えが感覚的
に見えてきます。答えは、②だと分かりますね。
さて、(2)の問題に戻りましょう。(2)ではまず、多かれ少な

かれ答えのイメージをすることが必要です。つまり「13.5cm
で10.8gということは、1cmあたり1gより重いのか、軽いの
か？」。その答えは「1gより軽い」ですね。そしていよいよ立
式です。この問題は、10.8÷13.5なのか、13.5÷10.8なのかで
迷う生徒が相当数いるかと思いますが、「1gより軽い」のであ
れば、正しい式はどちらでしょうか。このとき、(3)のような
「本当の基本」がしみついていると、自信を持って10.8÷13.5
が正しい式だと分かるのです。
このように、耕知塾では、「算数の基本＝計算問題」といっ

た単純な捉え方はしていません。ひとことに算数・数学といっ
ても、関数・図形など様々な学問の集合ですから、それぞれに
「本当の基本」があります。言い換えれば、普通に勉強してい
てはなかなか意識されないような、頭を動かす上でポイントと
なる「本当の基本」が隠れているのです。それを掘り起こし、
生徒たちに少しずつ身につけてもらうこと。それが私たちの目
指す勉強です。

ちょっと待った！本当に単語を覚えるだけで英語の問題が解けるように
なるのでしょうか。学習指導要領が改訂されて、小学校から中学校までで、学ぶ
単語数は２５００語程度にまで増えました。これらを闇雲に覚える。考えるだけ
で気が遠くなりますね。

耕知塾が考える英語の基本はたったの２つ！

「主語・動詞」と「さかさま」
このたった２つの感覚を基礎としてしっかりと作り上げることに全力を注いで

います。これさえあれば、多少文法が複雑になったり、文章が⾧くなったりして
も対応できます。
もちろん単語を覚えなくてもいいわけではありません。ですが、英文の構造を

理解した上で単語を覚えるのと、そうでないのとでは、効果は段違いになります。
今回は耕知塾の「主語・動詞」について紹介していきたいと思います。

主語と動詞はセット

The man plays tennis.「その男性はテニスをする。」
この英文の主語は、the manで、動詞はplaysです。これは難なく生徒も日本文

にできます。では、こうなったらどうでしょうか。
The man I met plays tennis.
ここで「主語・動詞」の感覚がない生徒は「その男性は…？？？？」と大混乱

になります（もちろん関係代名詞の文法は導入してあります）。この場合必要な
のは、「主語・動詞」のセット感です。
The man I met plays tennis.
こうして「主語・動詞」の整理をすることで、「私が会ったその男性はテニス

をする」と日本文にすることができるようになります。

単語の意味は予測ができる

さらに「主語・動詞」の感覚を研ぎ澄ますと、単語の意味を予測しやすくなり
ます。 英文を読んでいて、知らない単語にぶつかってしまうと、途端に不安に
なって読み進められなくなってしまう生徒がいます。
Do you climb that mountain?
あぁ、「climb」の意味を忘れてしまった…。
これで諦めてしまってはいけません。「climb」は動詞であることがわかれば、

とりあえず「あなたは、あの山climbしますか。」としておくことができます。そ
して読み進めることで、他の情報から「～に登る」かもしれないと、予測できる
可能性があります。もし、予測できなくても「動詞」であるという情報だけで乗
り切ることも可能です。
このように「主語・動詞」という英語の基本をしっかりと身につけることで、

ただ英文が読めるだけでなく、知らない単語の意味まで予測していくことができ
るようになります。英文がわかるようになれば、もっと英語を楽しく学べます。

※兄弟姉妹で入塾される場合、２人目から授業料が３割減額されます。 その場合２人目の入会金は不要です。
※新規ご入会の場合、上記費用のほか入会金を頂戴しております。
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(1) 1.36÷8.5を計算しなさい。

(2) ある針金の重さを量ったら10.8gあり、その⾧さは13.5cm

でした。この針金1cmあたりの重さは何gですか。

(3)筆算をせず、答えが８より大きくなるのはどちらか選びなさい。

①8÷1.02 ②8÷0.98
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